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議
員　

令
和
２
年
度
に
福
島
県
い
わ
き

市
で
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
を

契
機
に
、
本
県
で
既
に
ル
ー
ト
が
あ
る

大
洗
・
日
立
間
以
外
で
整
備
の
機
運
が

高
ま
れ
ば
、魅
力
豊
か
な
沿
岸
部
の
ル
ー

ト
が
実
現
す
る
と
考
え
る
が
所
見
は
。

知
事　

議
員
が
提
案
す
る
ル
ー
ト
は
、

実
現
す
れ
ば
誘
客
が
期
待
で
き
る
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

安
全
で
快
適
な
通
行
環
境
や
地
域
住
民

の
理
解
な
ど
の
課
題
は
あ
る
が
、
関
係

市
町
村
の
意
向
な
ど
も
確
認
し
な
が
ら

前
向
き
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ
ら
な
る
推
進
の

た
め
に
は
、
推
進
本
部
の
設
置
や
茨
城

県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
を
開
催
す
る
な

ど
、
多
く
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

県
総
合
計
画
の
進
捗
管
理
な
ど

を
担
う
新
し
い
茨
城
づ
く
り
推
進
会
議

を
通
し
て
県
庁
一
丸
と
な
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
は
、
取
り

組
み
が
加
速
す
る
よ
う
、
表
彰
制
度
な

ど
の
先
進
事
例
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連

携
・
協
働
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

議
員　

消
費
者
の
不
安
の
払
拭
が
産
業

や
流
通
、
生
産
者
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
国
や
県
は
正
確
な
情
報
を
県
民

や
影
響
を
受
け
る
全
て
の
消
費
者
に
伝

え
、
風
評
被
害
根
絶
に
全
力
を
尽
く
し

て
ほ
し
い
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

国
や
東
電
に

不
安
の
払
拭
や
風
評
被
害
防
止
を
働
き

掛
け
る
。
ま
た
、
国
の
海
域
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
を
周
知
す
る
な
ど
、
安
全
性

の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
避
難
民
受
け

入
れ
支
援
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
観
光

事
業
な
ど
も
質

問
）

議
員　

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
沿
っ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
将
来

の
進
路
選
択
に
つ
な
が
る
学
び
の
多
様

性
に
つ
い
て
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

推
進
す
る
学
校
を
指
定
し
、

情
報
に
関
す
る
専
門
科
目
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
教
育
課
程
の
編
成
を
柔
軟
に

見
直
す
。
ま
た
、
拠
点
校
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
授
業
を
配
信
し
、
生
徒
の
就
職

に
つ
な
が
る
よ
う
、
よ
り
高
度
な
情
報

活
用
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
モ

ザ
イ
ク
型
就

労
 ※1

に
よ
る

高
齢
者
の
就

業
支
援
、
障

が
い
の
あ
る

教
員
の
採
用

な
ど
も
質
問
）

議
員　

本
県
産
業
の
一
層
の
発
展
に
向

け
、
Ｉ
Ｔ
人
材
の
輩
出
強
化
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
高
度
Ｉ
Ｔ
人

材
の
確
保
、
海
外
か
ら
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の

受
け
入
れ
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

今
後
、
県
立
Ｉ
Ｔ
短

大
の
専
門
性
の
さ
ら
な
る
強
化
や
留
学

生
の
受
け
入
れ
に
取
り
組
む
ほ
か
、
外

国
人
材
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
県
内
事

業
者
に
よ
る
現
地
視
察
ツ
ア
ー
や
大
学

と
の
連
携
に
よ
る
留
学
生
向
け
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
な
ど
、
Ｉ

Ｔ
人
材
の
育
成
・
確
保
に
取
り
組
む
。

議
員　

持
続
可
能
性
の
あ
る
「
儲
か
る

水
産
業
」
の
実
現
に
は
、
養
殖
を
活
用

し
た
本
県
の
新
た
な
水
産
振
興
も
必
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

高
い
収
益
性
や
商
品

性
が
見
込
ま
れ
る
魚
種
の
選
定
を
行
い
、

生
で
食
べ
ら
れ
る
マ
サ
バ
や
希
少
価
値

が
高
い
ブ
ド
ウ
エ
ビ
に
つ
い
て
、
技
術

開
発
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
最
新

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
実
証
事
業
に
取

り
組
む
。

（
ほ
か
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
、
県
立

美
術
館
・
博

物
館
の
役
割

な
ど
も
質
問
）

議
員　

昨
年
５
月
に
台
湾
の
半
導
体
メ
ー

カ
ー
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
、
つ
く
ば
市
に
研
究

開
発
拠
点
を
新
設
す
る
と
発
表
し
た
。

こ
の
千
載
一
遇
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
半
導
体
産
業
を
ど
う
集
積
す
る
の
か
。

知
事　

県
の
発
展
に
は
成
長
力
の
あ
る

企
業
の
誘
致
が
最
重
要
と
考
え
、
補
助

金
の
創
設
や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施

し
て
き
た
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
の
連
携
関
係

を
構
築
し
、
半
導
体
の
製
造
に
不
可
欠

な
装
置
・
材
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
含
め
、

戦
略
的
な
誘
致
活
動
を
展
開
し
、
さ
ら

な
る
半
導
体
産
業
の
集
積
に
取
り
組
む
。

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
医
療

は
、
医
療
資
源
の
限
ら
れ
た
鹿
行
地
域

に
お
い
て
、
医
療
の
充
実
を
図
る
手
段

の
一
つ
と
し
て
非
常
に
有
効
と
考
え
る
。

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
医
療
部
長　

令
和
３
年
度
末
時
点

で
、
県
内
全
域
の
中
核
的
な
医
療
機
関

31
カ
所
に
整
備
が
完
了
し
て
い
る
「
遠

隔
画
像
診
断
治
療
補
助
シ
ス
テ
ム
 ※2

」な

ど
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
鹿
行

地
域
に
お
い
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
構
築
に
向
け

て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

今
年
度
、
大
学
進
学
率
の
向
上

を
目
標
と
す
る
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

一
方
、
大
学
に
進
学
し
な
い
生
徒
に
対

し
て
は
、
手
厚
く
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー

ト
を
図
る
た
め
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

事
業
は
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
活
用

な
ど
に
よ
り
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
る

も
の
で
、
大
学
に
進
学
し
な
い
生
徒
に

も
役
立
つ
。
今
後
も
計
画
的
な
キ
ャ
リ

ア
教
育
な
ど
に
よ
り
、
多
様
な
進
路
希

望
を
持
つ
生
徒
を
支
援
し
て
い
く
。　

（
ほ
か
に
、
県

立
中
央
病
院

に
お
け
る
県

民
へ
の
収
益

還
元
、
横
断

歩
道
の
適
切

な
維
持
管
理

な
ど
も
質
問
）

議
員　

本
県
農
業
の
所
得
向
上
に
向
け
、

潮
来
地
域
の
水
田
農
業
や
行
方
地
域
の

園
芸
産
地
の
さ
ら
な
る
振
興
が
不
可
欠

だ
が
、
県
の
取
り
組
み
は
。

農
林
水
産
部
長　

大
規
模
水
田
経
営
体

の
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
 ※3

の
導
入
を
支
援
し
て
い

く
。
ま
た
、
茨
城
か
ん
し
ょ
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
産
地
拡
大
事
業
 ※4

を
活
用
し
、
農

地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
み
、

農
業
者
の
経
営
安
定
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

鹿
行
地
域
の

振
興
、
鹿
行

地
域
の
地
域

資
源
を
活
用

し
た
観
光
の

振
興
な
ど
も

質
問
）

大
学
に
進
学
し
な
い
生
徒
へ
の
支
援

鹿
行
地
域
の
農
業
の
振
興

茨
城
県
に
お
け
る
半
導
体
産
業
の

集
積
の
推
進

鹿
行
地
域
に
お
け
る
医
療
体
制
の
充
実

い
ば
ら
き
沿
岸
部

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
構
想

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
推
進

高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保

養
殖
を
活
用
し
た
本
県
水
産
業
の
振
興

処
理
水
海
洋
放
出
の
風
評
被
害

根
絶
に
向
け
た
取
組

県
立
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
将
来
の

進
路
選
択
に
つ
な
が
る
学
び
の
多
様
性

※3【スマート農業技術】…ロボット技術やICTを活用して、省力化や高品質生産を実現するほか、生産性・安全性を向上させるなどの取り組み。

ことば ※1【モザイク型就労】…就労条件をスキル、時間、場所の三つに分け、それらを組み合わせることで、バーチャルに１人分の労働力として提供する仕組み。

※4【茨城かんしょトップランナー産地拡大事業】…かんしょの生産拡大を図るため、農地の確保や生産機械などの整備、需要者とのマッチングを支援する事業。

※2【遠隔画像診断治療補助システム】…ICTを活用した複数施設間でのデジタル画像およびその関連情報の相互伝達によって、迅速な診断や治療をサポートするシステム。

ことば

　

県
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
各
定
例
会
に
お
け

る
、
知
事
の
提
出
議
案
説
明
、
各
会
派
議
員
の
代
表
質
問
、
一
般
質
問
、
予
算
特

別
委
員
会
質
疑
な
ど
の
様
子
を
録
画
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
会
活
動
を
文
字
で
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
議
場
に
お
け
る
各
議
員
の
質
問
・

質
疑
の
様
子
を
映
像
と
音
声
で
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、
県
政
で
議
論
さ
れ
て
い
る

問
題
を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

県
議
会
の
録
画
中
継
は
、
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
録
画
中
継
）

https://ibaraki-pref.stream
.jfit.co.jp/

村本　修司 議員
公 　 明 　 党
日 立 市 選 出 

豊田　　茂 議員
いばらき自民党
高萩市・北茨城市選出

川口　政弥 議員
いばらき自民党
取 手 市 選 出 

塚本　一也 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出

鈴木　義浩 議員
いばらき自民党
潮来市・行方市選出 

海風薫る大洗・ひたち海浜
シーサイドルート ＳＤＧｓの授業の様子

ＴＳＭＣの進出に大きな役割
を担う産総研クリーンルーム

無人トラクターを活用した
耕起作業

県栽培漁業センターでのマサバ
養殖技術開発の様子

県
議
会
の
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

◆
新
議
員

　

４
月
24
日
の
茨
城
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い
て
、
幡
谷
好
文
議
員
（
小
美

玉
市
選
挙
区
）
が
当
選
さ
れ
、
同
月
25
日
付
け
で
総
務
企
画
委
員
会
の
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
委
員
会
人
事

　

６
月
６
日
付
け
で
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
に
星
田
弘
司
議
員
が
指
名
さ
れ

ま
し
た
。

議
会
人
事


